
 

 

 

 

 

 

 

現在国内には、まだ食べられるのに捨てられる食品いわゆる「食品ロス」が年間数百万トンもある一

方で、厚生労働省の調査（2015年）では、７人に１人が貧困に陥っている状況と言われています。 

 そんな課題から生まれた取組、フードドライブは、家庭での食べきれない食品や食べられるのに廃棄

対象となった食品などを地域住民や企業等から寄付していただき、生活に困窮する方へ提供することで、

困っている方々の「人間らしく生きる」ための生活基盤を支える活動の一つです。 

 これまで提供していただいた食品は必要な方の手に渡りましたが、今後も恒常的に取組んでいくには、

地域の皆さまのご協力が必要不可欠です。すでに参加していただいた方や、地域のために何かしたいけ

どどうしたら良いのか分からない方も、できることから始めてみませんか？ 

みなさんのご家庭や職場にある食品の寄付をお待ちしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊注意事項＊ 

1. 賞味期限が1ヶ月以上あるもの 

2. 未開封のもの 

3. 破損で中身が出ていないもの 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

【お問い合わせ先】 

〒789-1931 黒潮町入野2017-1 保健福祉センター内 

黒潮町社会福祉協議会（担当：稲田） 

電話 0880-43-2835 

期間：令和元年10月1日～11月30日 

場所：社会福祉法人 黒潮町社会福祉協議会 

（黒潮町保健福祉センター内） 

【提供品の例】 

・保存食品（缶詰、瓶詰など） 

・インスタント食品、レトルト食品 

・調味料、食用油 ・災害用備蓄食品 

・飲料（お茶、コーヒー、ジュースなど） 

・乾物（ふりかけ、お茶漬け、のりなど） 

・穀類（お米、麺類、小麦など） 

第８回 高知フードドライブキャンペーン 
 

黒潮町社協ではキャンペーン期間外でも提供品を受け付けています。 


